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岩 国 市 立 通 津 小 学 校 経 営 概 要
所在地：岩国市通津2720 TEL：(0827)38-1011 FAX：(0827)38-0528

学 「社会の変化に主体的に対応できる、実践力のある児童の育成」
校 ～子どもと教職員が輝いて、共にひびき合う楽しい学舎の創造～

教 ＜めざす児童像＞ ３KAN 関心・感動・感謝
育 ○物事に興味・関心を抱き、主体的に問題解決に努める児童
目 ○「できた！わかった！」という感動と自己存在感、自己肯定感が感じられる児童

標 ○自分の存在を支えてくれるすべてのものに感謝できる児童

１ 児童の夢の実現 （通いたい学校）
①一人一人の児童が、自分の子ども（家族）と思って対応を。
②わかる授業の実践と読み書き計算の徹底反復により結果を出す。（モジュール学習）

経 ２ 組織で対応、創意工夫 （勤務したい学校）
①常に組織で対応、個人で悩みを抱え込まない。（責任は集団で）
②通津小スタンダードは全学級の合い言葉！

営 ３ 情報の共有
①報告、連絡、相談を徹底し、組織内で情報を共有する。けが、いじめ、けんか等
②いやなこと、悪い情報は速やかに報告する。

方 ４ 信頼される学校 （通わせたい学校）
①職場をあげて不祥事防止に取り組む。
②保護者にとって我が子が成長していると実感できる学校に。保護者対応の基本は親身になっ

針 て耳を傾けること。
③当たり前のことを当たり前にしている学校
（社会人として当然の事・・・あいさつ、お礼、名札、時間厳守、廊下歩行）

④子どもが自分で納得して帰宅すればモンスターペアレンツは生まれない

本 １ 児童一人ひとりの学力の向上を目指す教育活動の推進
①「学力向上」に焦点を当てた校内研修の充実と共同実践に努める。

年 ・授業研究会、通津小スタンダードの徹底、毎日全校一斉モジュール授業。ベクトル合わせ！
②児童のつまずきに着目し、全教員が指導の改善に努め、数値としての結果を出す。

度 ・研修推進プロジェクトの創設・インプットタイムの創設により全国トップクラスの学力へ！
２ 英語教育推進室と連携した異文化理解教育、外国語教育の充実（通津からTUZUへ）

努 ①ALTや英語推進教員、基地内の人材を活用した授業や行事の取組。
②イワクニエレメンタリースクールや国際交流会による異文化理解の推進。

力 ３ 家庭・地域との連携による教育活動の推進
①小・中学校一貫教育の取組を推進。（教職員間、保護者間、地域住民と）

点 ②家庭の教育力向上を図る取組を推進。

学

校

公

約


